
115.坂田郡近江町奥松戸遺跡

発掘調査抄報

はじめに

国道8号線長i兵バイパス工事に14'う関連遺跡の司王前
発繊誇司法は、1981年{慌の試掘鈎査を経て、翌1982年度

より酋火打 ・ 奥松戸遺跡の本調査にはいった。間ill~措ト

は:版図君11近江町長沢の訴さii;の東約 1kmに位訟し、それ

ぞれ現在は7K.問 、 州地、 竹林と化しており、ね~iSi87-

88mをはかる。

1982年度調査では西火打逃跡において、平安時代の

7)(ffi跡、助物を利用した井戸(径約40cm)、土焼号事を検

出した。また、奥松戸遺跡、(A-E区)では、土川沿い

に弥生時代後期一古的時代初めの土昔話及び木製品を多

誌に包含するス7モl音、弥生時代後期の滞状遺構(ITiii 

1. 5m) 、 平安時代末の掘立柱建物跡4f~i (いずれも 2

附X2附の総柱で:t主聞は 6尺をはかる)等を線認した。

*年度調査においてむ、これらとの関述ill椛の検出
を期待した。特に奥松戸i立跡は畑地、竹林をなす微街

地を中心、』こ方一町の寺械をもっ寺院錫:に推定されてお

り、その痕鍬:をiJi*すべき調設ともなった。

現在、長j兵バイパスの長浜市側についてはすでに共

用され、 1971年度に行われた発搬調資におし、て川由~fill

閥、 .~!均四遺跡 ・ 南方夜逃跡苦手から、純文土様、弥生土

器 ・ 古式土自前線が多品に出土し 、 大集子高の平~:(:Eが推定

されている。特にIP'島岡遺跡では、機(自然流路)や沼

沢地内より弥生時代中l~J-古数時代中期の多量の巡物

遺跡位鐙図

の出土が報告されている。

調査結果

西火打巡跡の2間後結果について術単にふれて必くと 、
調査区lま東西約20m、南北約50mをはかり 、昨年度調

査区のillifP.lJにあたる。巡桃としては耕作土復下から 、

l昨年度と問機、 粂望日~Jのもの ーと考えられる地~flJ り嵯(

10m余 1)の間隔をもち、さらにその問を小唆で区切る)、

北東から南西へのびる|白河川を検出した。

今回は、この地割リ峰に切られる形で2悶X5聞の

掘立校建物跡 l線をi検出し、掘り方は一辺50cmをはか

り、柱通りの方向はl践と一致する。また、後 2.1m、

深さ 1.2mの土燃も検出した。ゴニ媛内からは弥生時代

後期の近江系受口:伏口縁襲、直口器、東海系の高原、

木製品数点が一括出土している。

奥松戸j立lIJl'の溺査は、土川北側の{激高地上の知UJ也を
対象に東西約25mX南北85mの範聞において行なった

(G . H区)。確認された巡椛としては、①ñìf~周 t持率、

②粉状泌総、@盟主穴住居跡、@井戸、⑤郷立柱建物及

びピヅト等があり、次にその縦婆を簡単に述べる。

①方形周鴻基 一辺約 8mの焼棋をもち、 i炎~{縞色

砂土より織りこむ総が四周にめぐる。 7-)自宅が硲~喝され

wm~J<有するものと、 SX. 4とSX.7とのように切り

合うものがある。本来、これらの東側IJにも悶株寄付ず分

布していたものと恩われるが、後の祈;立H:建物の建造

によリ崩壊したものも多いと雛祭されよう。.SX.1、



SX. 5の問itlil勾からは必生H制t中jglに比定でき
る供|猷間交lm土告':5iJ<t.H二lニしている。 仁l総書11(;1:大
きく外皮し、河川1Iは受口状に」ュ方へたちあがリ 、

外部に 4iif<のi白紙:文、鎖古1Iに!日lリ付け3提唱干をめ

ぐらせる，なお、主体部{立、、ずれも線認されな

かった。

②治状i立総 44i'l日の織が交叉して計14本検出

された。 H寺矧は、弥生時代後ml(SD.1 -6 )、

7伊良時代初め(SO.14)、奈良時代ヨ|ミ~平安時代

初jめ(SD.10)、平安時代以|冷 (SD.13)の4Wl 

にわたる。剰資区中央 をlねJtにのび、 1.'11ま直角
に凶へのびる幅約2mのSO.131;1:. I時期 ・伎絡

WI土明織でないが、自風時代から存司祭したと伝

えられる寺院の寺蛾を示すìf4 という行j~祭 L でき

ょう。

また、 SO.1はlt);j0 . 2m 、 i~ さ 0 . 1-0.2m と

浅い もので径13 m をはか り 内 )f~にめぐるが 、 ど

のよう主性絡をもつものかは不11)jである。構内

出土の土総よ リ 弥生時代後~Ylに比定できる。一

部、 SX.5の筒i狩と:isな リ合う。

@!}:!穴住~H布、 弥生時代後JUIに比定できると

思われる問形に織のめぐるSH.1 ・ 2 、古・ tf~ 1時

代の 1;~\ j.LnJ彩。)SH.3、時代は下るが奈良時代

初jめの~nJ志総 ・ 土向li絡を a~こ1ー するー方 lf~ の SH. 4 

(4.0m X4.2m )iJ'検出さJ.lた匂 SH.4 liSX. 5 

の周溝を切リニんでいる。

④手1:戸前後，t:~J l.5問、泌さ約1.4mのP.JMの

執l~ り "}jに似を)J形に ~Ilみ合わせたらめて。l去にの

みtli紛が残る。井千千d大(..:組んだものと忠われ、

l氏には小;{i を 1J~ き、 ~t{ :[t:総片を数/:.~出土する。

ヲ長良i時代米~平安l時代に比定できょう。

⑤Jt.ii立住建物及びピッ i、1洋 北東側に却さ司'し
てiEt主主0.2-1.0mQ)ビyトを験出した。訓話;立牧

建物跡は少なくとも 3時JYlにわたり 、5線以上

を数える。

建物のHi泊りの方li，]が条盟フ，)(IIIと一致 してい
ないもの(S8.1 )とー欽しているもの (S8.3

. 4 )、前者と震なリ合うもの(SB. 2)がある。

S8. 1は2倒X2聞の総村iで合Jiff跡かと忠われ

るが、牧i昔iがF将来にくらべ南北の方が長い。 S

B. 2( 2 r:司X11濁以上)がこれに震なる。 SB.3
(;t. 2 t~tJ X 31旬、 SB.4は2JNJX 21旬以よである

が、後者l立主1:1昔lが約9尺、約121ミと11:<、線 1)

11 {，-jU約 1mをばかり、他の建物よ 1)t鋭t史
的に大きい。 なお、SB.3と4Iまね'iill'}め方11IJ
が一致する。出土泌物等より平安時代後~~lに比

定できる。

潟主主区中央より南半分。)i!!ifJ聞は、 後i!!:の舵活し

o 5 m 
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をうけたため、一段低くなリ、はじめ逃mの残存l主総j
待されなかったが、南東から北践にのびる自然i月t~íl か

と思われる裕ちこみを線認した。そして、その流路内

のたまりとみられる1m茶褐色土よリ弥生時代後mJ-古-

悦11寺代初めにわたる土総が多拾に出土した。 n1'年度i狗
1i:1時に機能、したスクモ!習に閥速するしのと忠われる。
おわりに

本調査では、はじめに予想された等院跡は確認され

なかったが(瓦苦手の出土もない)、泳三l三時代中!~lから平

安H寺代末にかけて連続的に営まれ絞けた村孫であると

いえる。特に務然とじた弥生時代の171彩悶縦装li、さ
らに西側(路線外)へもひろがるかなリ大鋭脱な必械

であった可能性，が大きいし、f主艇がめ存在も巧・えられ

る。長浜平野内の弥生時代の数少ない生活j虫椛(略的

塚治跡 ・大東逃跡)として i!tw:である。

また、弥生時代後期から古抗l時代初めに13U註すると
思わuる多量の11¥土遺物む包含IO内からの出土であり
j皆{立的におさえることはやや~m しい!ぷがある L のの ilíJJ

北地方のこの時期のゴ二骨法制年以ぴ土総流通 (現iillt系 ・

116.守山市古身南遺跡、の

大型竪穴式住居跡

H召和57年 3月、守111市立}Jl1.il;説文化財センターでは、

市の建設線が実施する国鉄守山駅東口広場政側ii工主liに

先立って 、 官身雨i立跡の~lr，IH調設を実施した 。 以下、

制交で4突出された迂ìty~について紹介しよう 。

1.大型竪穴式住居

開1t地周辺はIlg利46年までJ233憶していた煉瓦工場の

跡地で問48年に海開発事業でl玄回撚粗!ととらに宅地造

成され、逃fi'1t.iliiまでに約 1.5mの造成土や煉瓦で波わ
れていた。当初、計百日された道路部分(栃i7 m)につ

いての i羽衣であったが、住居俗EE後 、 ;誌~~t区を鋭、妓し

て全容を1:nることができた。
{主騎の~f筒形態li方形て\東北東の辺が 1 0.60 川、

直交する辺が 10.75mで、各jlll立中央でややふくらむ

傾向がある。床面までの残存向li来j11j丹、、で深〈、凶

j11でわずか浅くなる傾向lがみられた。床市iにWJJJij氏な

かたちで主柱穴の位自立が犯縫されず、住居の耳~j11に治

ってピットが2か所、街辺に 2か所認められるむのを

もって主主i:火と考える他ない状態である。また 、はぽ

中央にf.!30cm総のがE土があり、炉問卜と考えられた。住

長野内中央やや西寄りの孫ち込みは{主府より浩子後出の

土嫌であり 、住居にi半うものではなL、。また"*辺沿い

外仰Ijの織は切リ合い状態が明|僚でなかったが時期的に

は{主!万跡より後出すると考・えられる。

弁戸

北|態系のa15 ・ 尚r(-、が含まれる)を巧える七で~l1nな資

料となろう。

J:川村jJEの i去'J~寺j立幼:て'm1kli絢有によゥて奥松戸i遺

跡にnl以したi山部勾・がイi信認されており、オト記述紛:のぞ1:絡
をさらに1閃句かにするJ二て'今後の謝れにかける期待{立
大きも、。(首脳 ヲ今日11)

J;!ミifiiではi立存するj立物がほとんどなく、 11寺J!JJ1ま1剛氏
に"*めることができなも、。

2.吉身遺跡務における本住居の性格

ニニでは71身i遺跡稿。(-r:H社潟l立ぴ古身北i立粉、を総務l、

してこのようにH乎，;;)の従来の伺|見から、どのように

{立哉づけられるのかを巧-えてみ よう。

まず、駅凶では昭和48年に古川72十回滋(駅前街路)

に伴ってi:':i'凶時代後期の鮫穴式{主肘7隙及び歴史時代

と彼定される拘i立駐i:主I!物l似が検出された(A地点)。
問街路の東隣で昭和56.11に訴~1i を行ない問 |時J!:J1の授穴

イ立鐙図 圃 が大型住居検出也
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式住居i27糠及び締，立柱建物3l索

以上を検出しており (B地点)、

同年、駅前で l練(c地点)と合

計で30棟以上に透する住居を把

擢している。この中で授穴式住

居の一般的な規模は一辺が4.55

m -6.25mである(吉身北遺跡)。

一方、駅東では昭和54年に現在

の「つがやま荘」の位鐙(D 地
点)で路線の盟主穴住府と l線以

七の郷立総建物、伺年に公共下

水道に伴って S様の監穴式住居、

昭和574三に東口でマンション建

設 (E地点)に先立って懸穴住

居を22線、擁立柱建物3倒lJ:)、上

を検出し、合計て-40数棟に途し

ている。ただし釈から来へ進む

校、経穴住居の重複が少なく、

遺構も希薄となり、本大~住居

の位協はi盆湖ーのIHl'中央かやや

東寄りにあると言える(吉身i立

勝訴中)。これら70線近い笠穴式

住区・の焼以は上記したように今

|到発見の約半分であ リ、 本住居

が緩めて特紫.て・あることを示し

ている。また各調査地点;で6i世

紀後半代にJ筋立住建物の出現も

認められ、それら淑立主主建物(

念J議以外)に厨伎したと考える

首長(支配者層)が大21住居を
生活の;場としたと考えるには矛

盾が生じる。今回の大!I'!住居に

。

主将・穴の存在の薄い点が問題なのであるが、 中央に炉

を残す点、生活の痕跡:が簿い{床面にjき物を殺さない)

という点、緩めて大宮!である点から「主主身ムラJの集

会所という性格を付してみたい。

一辺 5-6 mの盟主穴住居の居住可能人数は5-6人

で妥当とすれば、一辺10mを越えるこの伎居には4'1';''，'

前後の数が計3事上であが勺てくる。この数は「古身ム

ラJめ長老や支配者用が現代でも行なわれている r直

会』あるいは岩手秋め水稲裁域に関わる会議に該当させ

ることが可能であると忠われる。

なお、以上の諸点より本住居の時期は 6世紀中頃に

一応求められる。

3.まとめ

紹介した{主席が箆めて特大なことが判って頂けたと

思われる.ので、本住居の悦裕についてもう少し説明を

加えておこう。 r集会所J という内容については恭子

Xく入

。く》

10m 

吉身衛遺跡竪穴式住居平商図

記したように、幾民J習を含んf:::村議の成員のあつまる

現代の「公民館」的性格でなく、支配者j習の然犯を行

なう場、仰取手段、労役め縫供などを義務{じする方法

等を考えた11賓待f、戦略的思考の場であったと考・えたい。

(山崎秀二 ・岩崎 茂 ・山田謙吾・岩崎陽子)
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